
◎ )

①

時
化
の
あ
と
、
浜
は
石
の
素
肌
を
あ
ら

わ
に
し
、
き
れ

い
な
石
の
じ
ゅ
う
た
ん
を

つ
く
り
あ
げ
る
。

八
月
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
日
、
掌
に

持

つ
石
に
も
、
は
や
秋
冷
え
を
感
じ
さ
せ
、

静
か
な
浜
に
海
鳴
り
だ
け
が
残
る
。

夏
が
す
ぎ
て

秋
が
き
て

や
が
て

冬
が
く
る
。

露
の
浜
陵
々
と
し
て
石
眠
る

仙
三…8月号

(毎 月25日 発行 ) 発行 。青森県市浦村役場/■ 集 。企画室広18係



②

歴
史
の
重
み

明
日
へ
の
発
展

相
小

で
創
立
百
周
年

記
念

式
典

相
内
小
学
校

（小
寺
春
男
校
長
、
児
童
数
百
八
十
二
人
）

の
創
立
百
周
年
記
念
式
典
は
、
十
六
日
同
校
で
行
わ
れ
ま
し

出
席
者
は

一
世
紀

に
お
よ
ぶ
歴
史
の
重
み
を
か
み
じ
め
、

明
日

へ
の
発
展
を
め
ざ
し
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

同
校
は
明
治
十
年
、
三
和
慶
　
　
し
ま
し
た
が
、
児
童
数
は
わ
ず

吉
氏
宅
を
仮
校
舎
に
し
て
創
立
　
　
か
二
十
人
だ

っ
た
と
い
ゎ
れ
ま

―

〓
８

１

舎
を
新
築
、
現
在
の
校
合
は
昭
　
　
①
ピ
ァ
ノ
、
滑
走
用
ス
キ
ー
を

和
二
十
九
年
十

一
月
に
建
設
さ
　
　
ど
備
品
②

門
柱
の
建
立
③
百
年

れ
ま
し
た
。
事
業
者
は
、

こ
れ
　
　
史
の
発
刊
④
記
念
碑
建
立
⑤

歴

ま

で

約

二
千

九
百

人
を

か
ぞ

　

代
校
長
写
真

の
額
―
な
ど
盛
だ

え
、
地
域
発
展
の
礎
と
な
る
有
　
　
く
さ
ん
の
事
業
を
紹
介
し
ま
し

為
な
人
材
を
た
く
さ
ん
送
り
出
　
　
た
。

こ
の
あ
と
、
佐
藤
会
長
は

し
て

い
ま
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者

一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状

百
周
年
記
念
式
典
は
体
育
館
　
　
を
手
渡
し
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し

に
教
育
関
係
者
、
村
内

の
名
士
、
　

た
。

父
兄
、
児
童
、
事
業
生
ら
約
五
　
　
　
感
謝
状
を
受
け
た
人
た
ち

百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
　
　
　
□
歴
代
校
長
　
白
戸
為
教
、

の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
、
出
席
者

　

・二
郎
、
安
田

一
二
、
古
川
健
造
、
　

永
川
れ
き
、
ド
山
良
ｒ
、
小
川

た
ち
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
っ
　

　

神
成
忠
尚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
恭

一
、
宍
倉
梅
雄
、
小
山
英

ま
た
、
佐
藤
蔵
太
郎
協
賛
会

　

　

□
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
柏
谷
　
　
治
、
三
Ｌ
進

‐ｉｌ

長
が
協
賛
事
業
と
し
て
約
八
百

　

豊
次
郎
、
二
和
佐
市
郎
、
二
和
　
　
　
□
特
別
功
労
者
　
坂
本
源
作

五
十
五
万
円

の
予
算
を
か
け
、　
　
孝
徳

n.― 一 相内20、 二和藤兵衛氏の空地へ新校舎新築 (枚 舎3間

×5間 )第 14中学区相内小学校と称す。

17-一  枚舎増築 (10坪 )

20.4 1 相内尋常小学校と称す。

37 910 校舎新築落成 (教場40坪 、控llli 12坪 、教員室6坪 )

42 4- 5学年3学級組成 (学 令児 203名 、京t学率96%)

15 8 2 含1立 50用
`F式

典挙″。

「故山の礎」

記陥輌卑は 797,0001Tlを かけて、

校舎前に建てられました。揮ご

うは、佐藤蔵太郎協賛会長です。

盛大に行われた相小 100周 年記念式典



(D

社
会
福
祉
関
係
者
ら
二
百
五
十
人
が
参
加

第30回郡社会福祉大会

在
宅
者

の
福
祉
を
高
め

明
る

い
地
域
社
会

の
建
設

を
は
か
ろ
う
―
と
、
第
二

十
回
北
郡
社
会
福
祉
大
会

は
、
七
月
二
十
七
日
午
前

十
時
か
ら
市
浦
中
学
校
で

社
協
会
員
、
民
生
委
員
な

ど
社
会
福
祉
事
業
関
係
者

約
二
百
五
十
人
が
参
加

し

て
行
わ
れ
ま
．し
た
。

大
会
は
物
故
社
会
福
祉
関
係

者
に
対
す
る
黙
と
う
、
花
田

一

大
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

身
障
を
克
服
し
て
立
派
に
更
生

し
た
人
や
め
ぐ
ま
れ
な
い
環
境

に
あ
り
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
で

い
る
児
童
な
ど
二
十
二
人
に
表

彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

こ
の
あ
と
、
藤
森
容
氏

（前

弘
前
市
長
）
の

「雑
感
」
と
題

す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
①
年
寄
り
の
健
康
保
持
と

生
活
の
安
定
②
出
か
せ
ぎ
留
守

家
庭
の
援
護
③
低
所
得
者
の
自

立
更
生
と
健
全
な
家
庭
④
子
ど

市浦中学校を会場にこれまでにない

盛りあがりを見せました。

も
の
事
故
防
止
と
青
少
年
の
健

全
育
成
⑤
健
康
で
豊
か
な
生
活

―
の
五
項
目
を
決
議
し
、
次
の

開
催
地
を
小
泊
村
に
決
め
て
閉

会
し
ま
し
た
。

本
村
関
係
の
受
彰
者
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

秋
月
忠
蔵

（
十
二
、
高
田
竹

正

（十
三

）、
成
旧
こ
よ
（相
内

）

青
山
又

一
（太
田

）、
三
和
俊
仁

（市
浦
中

三
年

）

白
川
治
二
郎
市
浦
村
長
か
ら
歓

迎

の
こ
と
ば
が
あ
り
、
続

い
て

大
会
長
か
ら
保
健
衛
生
に
功
績

の
あ

っ
た
ニ
ト
五
人
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
―
）た
［

午
後
か
ら
は
、
意
見

一体

験

）
発
表

に
移
り
、

つ
ぎ
の
六
人

の
か
た
た
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
で
の
体
験
や
意
見
が
の
ベ

「地
域
社
会

の
環
境
美
化
」

伊
藤
健
四
郎
さ
ん

（
五
所
川
原

市

）
、
「保
健
婦
さ
ん
と
私
」
月

長
み
ど
り
さ
ん

（板
柳
町
）
、

「
四
年
間
の
健
康
相
談
を
振
り

返

っ
て
」
野
上
和
子
さ
ん

（中

里
町
）
、
コ

一年
数
力
月
の
経
験

か
ら
」
三
戸
さ

つ
さ
ん

（鶴
田

町
）
、
「老
人
の
心
と
健
康
」
鳴

海
金
次
郎
さ
ん

（市
浦
村
）
、

「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
」
佐

藤

ミ
セ
さ
ん

（
小
泊
村

）
。

六
人
の
発
表
者
は
と
も
に
保

健
衛
生
協
力
員
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
指
導
者
で
、
地
域

で
の

第

一
線
で
保
健
衛
生

に
努
力
し

て

い
る
か
た
た
ち
だ
け
に
、
貴

重
な
意
見
、
体
験
と
し
て
参
加

者

の
注
目
を
あ

つ
め
ま
し
た
。

本
村
関
係
の
表
彰
者
は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

成
田
サ

ヱ

（
十
三
）
、
石
岡

ツ
ル
エ

（
脇
元

）
、
成
田

ュ
リ

（相
内

）
、
佐

々
本
ト
ミ

（相

内

）
、
三
Ｌ
サ
キ

（
相
内

）

三
百
六
十
人
が
参
加
し
た
大
会
場

第
六
回
北
五
保
健
衛
生
大
会

第
六
回
北
五
保
健
衛
生
大
会
　
　
対
策
②
複
雑
な
社
会
環
境
に
起

は
八
月
八
日
、
市
浦
中
学
校
に
　
　
因
す
る
精
神
衛
生
対
策
③
地
域

関
係
者
約
二
百
六
十
人
を
集
め
　
　
環
境
の
美
化
対
策
の
二
つ
を
基

て
行
わ
れ
ま
し
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
調
に
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
大
会
は
、
①
高
令
　
　
　
大
会
は
先
ず
、
塚
本
恭

一
部

化
社
会
を
迎
え
て
の
老
人
保
健
　
　
町
村
会
長
の
あ

い
さ

つ
の
あ
と

籍念各壁対策など話し合う

壼田回
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の

相内に基幹集落センター完成

使用許可申請は使用三日前に

電話局から

轡3界
前 予
に 約
□

家
屋
の
増
改
築
や
、
引
越
し
、

転
勤
な
ど
で
電
話
機
の
置
き
場

所
を
変
え
た
り
、
移
転
を
し
た

の
で
す
が
、
電
気

。
ガ
ス

・
水

道
の
移
転
手
続
き
は
ま
あ
ま
あ

と
し
て
、
と
か
く
忘
れ
勝
ら
な

の
が
電
話
移
転

の
工
事
予
約
で

電
話
局
で
は
移
転
し
た
後
も

す
ぐ
に
電
話
が
使
え
る
よ
う
に
、

電
話
工
事

の
予
約
制
を
実
施
し

て

い
ま
す
が
、

こ
の
方
法
は
、

工
事
を
ご
希
望

に
な
る
日
の
二

週
間
ほ
ど
前

に
電
報
電
話
局
の

営
業
窓

口
に
お
申
し

い
た
だ
け

ば
、
そ
の
日
に
工
事
が
行
わ
れ

る
と

い
う
便
利
な
制
度
で
す
。

電
報
電
話
局
で
は
、
お
客
さ

ん
の
希
望
ど
お
り
の
日
に
工
事

を
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
ま
す
が
、

「
い
ま
大
工
さ

ん
が
入

っ
て
い
る
か
ら
電
話
機

を
は
ず
し
て
」
と
か
け
込
ま
れ

て
も
、
そ
の
日
の
工
事
が
重
な

っ
て
い
る
た
め
、
ご
要
望

に
そ

え
な

い
点
も
あ
り
、
で
き
る
だ

け
早

い
時
期
に
移
転
な
ど
の
予

約
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

小
泊
電
報
電
話
局

電
話
　
小
泊
局

（〇

一
七
三
六
四
）

二
〇
〇
〇
番

へ
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ

い
。

―

螢
“

―

農
林
漁
業

の
推
進
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
十

一
月

か
ら
建
設
を
進
め
て

い
た

「基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
」
は
、

こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
ｔ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
相
内
地
区

の
保
育
所
と
な
り
に
建

て
ら
れ

ま
し
た
が
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
て
で
四
百
平
方
層
。

総
工
費
は
五
千
四
十
四
万
八
千

円
で
し
た
。

内
部

の
各
室
は

つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

□
大
集
会
室
　
百
八
十
平
方

肝
、
定
員
百
五
十
人
。

大
講
演
会
、
技
能
研
修
会
、

結
婚
披
露
宴
等

に
利
用
。

□
中
集
会
室
　
九
十
平
方
肝

人
。

□
教
養
娯
楽
室
　
十
八
平
方

肝
、
定
員
十
八
人
。

□
健
康
相
談
室
　
一
一十

一
平

方
肝
、
定
員
十
八
入
。

□
生
活
改
善
実
習
室
　
四
十

二
平
方
肝
、
定
員
三
十
人
。

な
お
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

を
使
用
し
た

い
と
き
は
、
使
用

三
日
前
に

「使
用
許
可
申
請
書

」
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

担
当
は
役
場
経
済
課
で
す
。

″
マ
ル
チ
商
法
″
と
は
、

「

他
人
を
勧
誘
し
て
、
あ
る
商
品

の
販
売
組
織
に
加
盟
さ
せ
れ
ば

謝
礼
が
も
ら
え
る
」

「商
品
の

卸
し
売
り
価
格
が
安
く
な
る
」

「リ
ベ
ー
ト
が
増
え
る
」
な
ど

と
い
っ
て
、
商
品
の
販
売
員
を

ネ
ズ
ミ
算
式
に
増
や
し
て
い
く

商
法
で
す
。

そ
し
て
、
素
人
に
で
も
、
多

く
の
利
益
が
容
易
に
得
ら
れ
る

と
信
じ
込
ま
せ
て
勧
誘
し
ま
す

が
、
実
際
に
は
商
品
は
売
れ
ず

そ
の
た
め
に
借
り
た
金
の
返
済

に
苦
し
ん
で

い
る
な
ど
の
被
害

届
け
が
全
国
各
地
で
相
次

い
で

い
ま
す
。

こ
の

″
マ
ル
チ
商
法
″
と
同

じ
や
り
方
の

″ネ
ズ

ミ
講
″
が

一
昨
年
、
本
村
で
も
大
流
行
し
、

被
害
者
が
続
出
し
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
、
も
う
か
る
話

が
あ
る
―
」
と
か

「○
○

さ
ん

は
月
○
○
万
円
も
う
け
て

い
ま

す
」
な
ど
と
、
誘

い
を
う
け
て

も
加
入
す
る
前

に
も
う

一
度
よ

く
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

□
脚
準
機
購

一一一制
計
局
呼
方

　

″
マ

ル

チ

商

法

″
に

ご

用

心

□費殊対獅珊認購一『
計　
　
　
　
　
　
ネ
ズ
ミ
講
と
同
じ
や
り
方
―

定期郵硬貯金の特別お取扱い

ただいま、郵便局では、老齢福祉年金 など

の支給 をお受けの方に、 とくに高い貯金利率

を適用する定期郵便貯金の取扱いをいた して

お ります。

●ご利用できる方

老齢福祉年金、障害福祉年金、母子福祉年

金、準母子福祉年金、老齢特別給付金、児

童扶養手当、特別児童扶養手当、特別福祉

手当、原爆被爆者の特別手当、原爆被爆者

の健康管理手当の支給 を受けられている方

●お預 けになれる金額 おひ とり側万円まで

●お預け期間 1年

●貯 金 利 率    年 6。 75%
●お取扱い期間 52年 5月 21日 から

:2月 3:日 まで

●お取扱い邸便局

お申 し込みは、郵便局 をあらか じめ 1局お

決めの うえご利用 くだ さい。

なお、銀行 など他の金融機関で、すでにこの

種の預貯 金 をご利用 になられている場合 には

お取扱 いで きません。

お申 し込みの際 には、お手数でも年金証書

手当証書 (ま たは保管証)を お持 ちください。

くわしいことは、お気軽に郵便局の窓ロヘどうぞ。

(村内各郵便局 )



⑦

桂

川

　

木

村

草

花

津
軽

嶺

に
崩

れ

そ

め
た

る
雲

の
峰

開

拓

の
そ

こ

こ
こ
に
咲

く
月

見
草

一
日

の
仕
事

を

語

リ
タ

涼

み

喜

雨
あ

り

て
た
だ

雨
足
を

眺

め
を

り

吊

り
返

し
夏

の
の
れ
ん
を

く
ぐ

り
け

り

桂
　
川
　
　
木
　
村
　
テ
イ
子

パ

ー

マ
屋

か

ら

出

て

さ

わ

や

か

な

風

を

知

り

な

つ
か
し
く
逢

え

ば

パ

ラ

ソ
ル
も
む
ば

か

り

遅

れ
来

て
や
た
ら

に

い

い
わ
け
汗
を

拭
く

釣

れ
る
か
と
聞

け
ば

無
言

で
首

を
振

り

ク
イ
ズ

狂
今

日
も

ク
イ
ズ

に
日
が
暮

れ

る

桂
　
川
　
　
あ
づ
ま
　
み
さ
を

台
風
に
ち
ぎ
れ
て
い
た
り
朝
顔
の

短
き
い
の
ち
か
な
し
く
思
う

十
二
の
浜
赤
く
小
さ
き
は
ま
な
す
の

湖
茫
洋
と
果
て
白
く
見
ゆ

　

・

十
二
の
湖
す
さ
み
果
て
た
る
木
橋
で

遠
く
祖
先
の
こ
と
な
ど
思
う

魔
船
の
砂
に
理
も
れ
て
黙
し
い
る
　
　
　
　
　
　
一

」　

　

　

　

潟
野
に
つ
の
る
山
瀬
幾
日

▽
障
害
福
社
年
金

　

（
二
級
）
　

　

　

・

Ｈ
額
　

一
〓
一、
五
〇
〇
円
か
　

　

小
こ
ず
生

の

コ
里
子

二ヽ

五
、
○
○
○
円
　

　

絵

酪

作

品

募

集

福
祉
年
金
が
改

善
さ
れ
ま
し
た

福
祉
年
金
が
次
の
よ
う
に
改

一　
年
金
額
の
引
き
上
げ

▽
老
令
福
祉
年
全

月
額
　
一
〓
一、
五
〇
〇
円
か

ら

一
五
、
○
０
０
円

▽
障
害
福
祉
年
金

（
一
級
）

Ｈ
額
　
一
一〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
か

ら
二
二
、
五
〇
〇
円

▽
母
子
福
祉
年
金

（
子
供

一
人
）

月
額

　

一
七
、
六
〇
〇
円
か

ら

一
九
、
五
〇
〇
円

こ
の
年
金
額

の
引
き
上
げ
は

八
月
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
九
月
の
支
払
期

に
は
、
改

正
前

の
五
月
、
六
月
、
七
月
分

と
改
正
後

の
八
月
分

の
、
併
せ

て
四
カ
月
分
を
受
け
る
こ
と

に

二
　
支
払
期
と
支
払
日
の
変
更

福
祉
年
金

の
支
払

い
は
、
今

ま
で
五
月
、
九
月
、　
一
月

に
分

け
て
そ
れ
ぞ
れ
支
払

い
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
四
月
、

八
月
、
十
二
月
に
繰
上
げ
、
支

払
日
も
支
払
月
の
六
日
か
ら
十

一
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
は
、
今
年
の
十
二
月
支

払
分
か
ら
と
な

つ
て
い
ま
す
の

で
、
今
年
に
限
り
十
二
月
支
払

い
は
、
Ｌ
月
、
十
月
、
十
一月

の
三
カ
月
分

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
十
二
月

に
受
け
と
る

べ
き
金
ぃ
を
十

一
月

に
受
け
と

り
た
い
場
合
で
も
、
特
に
手
続

き
な
ど
は
必
要
な
く
、
福
祉
年

金
証
書
を
印
か
ん
を
持
参
す
れ

ば
、
郵
燿
局
で
支
払
い
を
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す

～
県
年
全
協
会
～

県
国
嶽
年
金
＝
会

で
は
こ
と

し
も
国
民
年
金
属
を
開
き
ま
す

か
ら
こ
れ

に
先
だ
ち
、
小
学
生

か
ら
Ｈ
字
と
絵
画

の
作
品
を
募

集
し
て

い
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
展
は
こ
と
し

で
十
三
回

に
な
り
ま
す
が
、
毎

日
た
く
さ
．な
ら
応
募
が
あ
り
ま

す
。
優
秀
な
作
品
に
は
賞
状
や

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

し
め
り
り
は
九
月
二
十
日
で

す
。
募
集
内
容
は
役
場

の
年
金

係

へ
問

い
合

せ
く
だ
さ

い
。

勁 の しおり

マイホームと税金

「
自
分

の
家

に
住
み
た

い
一

と

い
う
夢
は
、
多
く
の
人
が
持

つ
て

い
ま
す
が
実
際

に
マ
イ
ホ

ー
ム
づ
く
り
と
な
る
と
、
資
金

計
画
や
設
計
な
ど

い
ろ

い
ろ
な

問
題
が
で
て
き
ま
す
。
税
金

の

こ
と
も
そ
の

一
つ
で
し

よ
う
。

そ

こ
で
、
住
宅
を
新
築
し
た

り
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と
き

に
関
係
す
る
税
金

に

つ
い
て
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し

▽
　
所
得
税

の
住
宅
取
得
控
除

一
定

の
条
件

に
当

て
は
ま
る

と
、
最
高
．∴
万
円
ず

つ
．．
年

間
所
得
税
か
ら
織
除
さ
れ
ま

す
一

▽
　
登
録
免
許
税

（国
税
）

所
得
権
移
転
な
ど
の
登
記
を

す
る
と
き
に
か
か
る
税
金
で

固
定
資
産
税
ら
評
価
額
に
、

保
存
登
記
の
場
合
は
○

。
六

％
、
移
転
登
記
の
場
合
は
、

五
カ
の
税
率
を
か
け
て
算
出

し
ま
す
，
し
か
し
、　
一
定
の

条
件
に
当
で
は
ま
る
と
、
税

率
は
い
ず
れ
も
〇

・
二
％
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
　
不
動
産
取
得
税

（県
税
）

上
地
や
建
物
を
取
得
し
た
と

き
に
か
か
る
税
金
で
、
固
定

資
産
税
評
価
額
に
三
％
の
税

率
を
か
け
て
算
出
し
ま
す
が

一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

と
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
　
固
定
資
産
税

（市
町
村
税
）

固
定
資
産
の
価
格
に
一
。
四

％

（標
準
税
率
）
を
か
け
て

算
出
し
ま
す
が
、
新
築
住
宅

の
特
例
と
し
て
、　
一
定
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
新

築
後
三
年
間
税
金
が
半
額
に

な
り
ま
す
。

お
問
い
合
を
は
役
場
税
政
係
か

五
所
川
原
税
務
署
へ
。



③

催
民

栓
診

ｏ

「二つ子の魂百までも」といわれます
すすんで検診を受けましょう。

「
獄
“

―

η
ん
な
で
多
（け
よ
”フ

三
歳
児
検
診

三
歳
は
心
と
体

の
問
題
が
お

も

て
に
あ
ら
わ
れ
る
年
令

で
す

三
歳
検
診

は
、
心
と
体

の
ひ
ず

み
を
早
く
見

つ
け
て
、
ど
の
よ

う

に
し
た
ら
よ

い
の
か

一
緒

に

考
え
て
い
く
た
め
の
人
事
な
点

検
時
期
で
す
。
五
十

一
年
は
こ

ど
も

の
行
動
を
、
遊
び

の
中

か

ら
観
察

し
、
問
題
を
チ

ェ

ツ
ク

し
て
い
こ
う
と
、
普
段

こ
ど
も

と
接
し
て

い
る
保
母
さ
ん
に
協

力
し
て
も
ら
う
な
ど
新
し

い
方

法
を
と
り
入
れ
て
実
施

し
て
み

そ
の
結
果
、
十
二
人
の
要
精

検
者

（要
指
導
児
を
含
む
）
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ひ
き

つ
け
　
　
　
　
　
四
人

ど
も
り
が
ひ
ど
く
な

つ
た一

人

こ
と
ば
が

つ
な
が
ら
な

い二
人

過
保
護
　
　
　
　
　
　
一
人

間
食

の
と
り
方

　
　
　
一
人

自
己
中
心
的
　
　
　
　
一
人

ま
ば
た
き
が
激

し

い
　
一
人

会
話
が
は

つ
き
り
し
な

い一
人

湿
疹
　
　
　
　
　
　
　
一
人

五
十
年

に
比

べ
要
精
検
者
が

増
え
た
の
は
、
事
前

に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
配
布
し
、
お
母
さ
ん
か

ら
問
題
を

チ

ェ
ク
し
て
も
ら

つ

た
り
、
積
木

・
絵
本

・
プ
ロ
ツ

ク
な
ど
を
使
用
し
た
遊
び
の
中

で
の
観
察
が
あ

つ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
十
二
人
に
対
し
て

は
、
家
庭
訪
間
に
よ
り
、
家
族

と
共
に
問
題
解
決
に
つ
と
め
、

他
の
問
題
の
あ

つ
た
子
供
達
に

対
し
て
は
、
ハ
ガ
キ
に
よ

つ
て

そ
の
後
の
状
況
を
把
握
す
る
予

定
で
す二

歳
児
検
診

「
歯

は
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら

一
本
く
ら

い
む
し
歯

に
な

つ
て

も
■

」

、
　

「
ど
う
せ
こ
ど
も

の
歯
は
抜
け
か
わ
る
も

の
」
と

乳
歯
は

つ
い
お
ろ
そ
か
に
考
え

ら
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
乳
歯
が
ム
シ
歯

に

な
る
と

つ
ぎ

の
よ
う
な
障
害

が

あ

り
ま
す
。

乳
歯
は
大
切
で
す
―

①
か
む
力
が
不
足
し
、
偏
食
が

ち

に
な
り
発
育

に
影
響
を

及

ぼ
し
ま
す
。

②

ひ
ど
く
な
る
と
膿
を
も

つ
よ

う

に
な
り
、
心
臓
病
や
腎
炎

な
ど
全
身
病
を
お
こ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。

③
正
し

い
発
音
が
出
来
な

い
た

め
、
友
達
と
話
す
こ
と
が
苦

痛
と
な
り
、
内
向
的
な
性
格

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
永
久
歯
と
の
は
え
変
わ
り
が

う
ま
く

い
か
ず
、
永
久
歯

の

歯
な
ら
び
が
み
だ
れ
ま
す
。

ム
シ
歯
は
歯
が
生
え
る
と

一

～
三
年

の
間

に
急
激

に
ふ
え
て

い
ま
す
。
全
国
平
均
を
み
る
と

一
歳
で
Ｏ
、
四
本
、
二
才
で
二

本
、
三
歳
で
六

二
二
本

の
ム
シ

歯
が
あ
り
ま
す
。
ム
シ
歯
は
歯

の
病
気
な
の
で
す
か
ら
、
歯

の

生
え
る
前
か
ら
口
の
中
を
ふ

い

た
り
、
日
す
す
ぎ
を
励
行
し
、

回
の
中

は

い
つ
も
清
潔

に
し
て

お
き
た

い
も

の
で
す
。

ま
た
、
ム
シ
歯

に
な

つ
た
ら

早
目

に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

面″「お■生

奈
良
奈
美
子

（大
田
）
幸

一

中
井
　
勝
海

（十
三
）
久
志

成
田
　
麻
美

（脇
元
）
隆
広

藤
田
　
　
潤

（磯
松
）
実

竹
谷
　
康
司

（脇
元
）
恒
美

大
澤
　
七
枝

（桂
川
）
良

一

秋
田
谷
こ
ず
恵
（相
内
）英
紀

丁
子
谷
　
匠

（相
内
）
悟

中
村
　
幸
恵

（脇
元
）
清

一前』〕ご緒嬌

（抑制　脚書
一靴剛一

（引劃　紅薇
一計にに原）
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ａ

■

ｕ

山
田
政
次
郎

（相
内
）
７３
歳

真
船
　
清
治

（相
内
）
６９
歳

山
本
政
次
郎

（大
田
）
６２
歳


